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1-2. ハゲネの二つの顔 (1) 暗殺者 
1-3. ハゲネの二つの顔 (2) 英雄 
















3-2-5．猛き代理人 (1)  ゲールノート 







































































































































































 第３章 『ニーベルンゲンの歌』におけるハゲネ 






















































































 二羽の鷲（二人） 罪なき者（二人） 
白：王者（二人） グンテル ジーフリト 
黒：臣下（二人） ハゲネ ダンクワルト 
 二羽の鷲 （ジーフリト殺しと無関係） 
 リーダー （潔白な若者） （猛き代理人） 
王家 グンテル ギーゼルヘル ゲールノート 
トロネゲ軍 ハゲネ ダンクワルト フォルケール 
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だったので自分には責任がないといった主張を行っている点とも符合する。こうした
ことから、明らかに詩人は、ギーゼルヘルとダンクワルトを関連付け、同じ役割を担
わせていると見ることができる。この罪なき若者ダンクワルトをフン王の弟が襲撃し
たことを引き金に、ブルゴント族とフン族の戦闘が始まったことにより、聴衆の心理
はブルゴントが善、フン族が悪という図式に誘導される。 
 3-2-5と3-2-6では、ゲールノートとフォルケールの対応関係について論じた。ゲール
ノートとフォルケールは、「リーダー」や「潔白な若者」にはふさわしくない暴力的な
面を引き受けて、物語の駆動力として機能する「猛き代理人」である。3-2-5では、主
としてグンテルの、また時にはギーゼルヘルの代理人であるゲールノートについて考
察した。北欧の第一次伝承に現われる若く無鉄砲なグットルムは、シグルズ殺害の際
にシグルズの反撃を受けて死亡したため、後半のブルゴント滅亡の物語には登場しな
い。しかしその後ドイツで発展した新しい伝説で、ゲルノスは、むしろ後半の展開の
中で三人の王の一角として活躍するようになる。これを受けて『ニーベルンゲンの
歌』の詩人は、北欧のグットルムのイメージを土台としつつ、ブルゴントの三人の王
の中で汚れ役を担う人物としてゲールノートを造形し、物語後半における物語駆動的
な役割を演じさせたのである。 
 3-2-6では、ハゲネの代理人であると同時に詩人の代理人でもあるフォルケールにつ
いて考察した。ホイスラーの説によれば、フォルケールもまた比較的新しく、いわゆ
る『古き災厄』で、1160年頃の詩人が、ブルゴントの悲劇を歌い上げるために追加し
た人物であると見られている。『ニーベルンゲンの歌』の詩人もまたそのキャラクター
を利用して、作中でフォルケールに自らの叙事詩の方針を表明させている。フォルケ
ールはハゲネの味方であることを宣言し、他の者から非難されるようなハゲネの行動
を賞賛する。そこには、ハゲネをこの叙事詩の中で「英雄」として歌い上げようとす
る詩人自身の意思がこめられている。またフォルケールは、見る者に恐怖を引き起こ
す鋭いまなざしにおいてハゲネに似ており、フン族の国への道案内においてハゲネを
代行するなど、外見や知性の面で、キャラクターそのものとしてハゲネとの類似性を
示している。そしてこの分身が、叙事詩前半の「獰猛なハゲネ」の像を引き取ること
により、後半のハゲネは、むしろ異教的英雄として純化されることになるのである。 
 3-2-7では、グンテルとハゲネの対応関係について論じた。彼らは王家とトロネゲ軍
それぞれのリーダーであり、叙事詩冒頭の「鷹の夢」で、クリエムヒルトの「鷹」す
なわちジーフリトを殺す「二羽の鷲」であることが暗示されている。実際にジーフリ
ト殺害にあたり、計画から実行に至るまで主導したのはハゲネであり、後にクリエム
ヒルトの憎悪の対象はハゲネ一人に集中するのであるが、詩人は最後まで「復讐は彼
ら二人に対して充分に行われた」として、グンテルとハゲネを「対」で扱っている。
その理由の一つは、詩人が北欧の第一次伝承で語られる「財宝をめぐる駆け引き」の
構図を叙事詩の最終場面で利用したかったからである。『エッダ』の「グリーンランド
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のアトリの歌」と『ヴォルスンガサガ』では、フン族（の王）からグンナル王に対
し、彼が所有するニヴルングの宝を身代金として支払う気はないかとの提案があり、
グンナルがまず弟ヘグニの心臓を要求する。その通りにヘグニが殺されると、グンナ
ルはアトリに対し、宝の在処は決して明かさないと宣言する。詩人はこれを、ジーフ
リトの未亡人クリエムヒルトとジーフリト殺害者ハゲネとの間での、ジーフリトの形
見をめぐる対決として甦らせたのである。 
 詩人がグンテルとハゲネを「対」で扱うもう一つの理由は、両者それぞれに「ブル
ゴント族の滅亡」と「ニーベルンゲン族の滅亡」を象徴させるためである。北欧でも
ドイツでも、時代の経過とともにグンナルの重要性はヘグニよりも低くなる傾向があ
り、『シズレクスサガ』ではグンナルは弟たちよりも先に死んでしまう。しかし詩人
は、王であるグンテルの死を、ブルゴント族の滅亡という大きな悲劇の象徴と考え、
『エッダ』や『ヴォルスンガサガ』のように終幕直前に持ってきたのである。それに
対しハゲネは、ニーベルンゲン財宝を所有する者の破滅の運命を象徴し、呪われた宝
を叙事詩の舞台から消し去る役目を負う。 
 3-2-8では、以上論じてきた人物配置の意味について総括的な考察を加えた。ハゲネ
をトロゲネ軍の長とし、格の上でグンテルと同等の英雄と位置づけてもなお、ジーフ
リト殺しの罪が消えることはない。ハゲネ自身もそれを隠そうとせず、クリエムヒル
トの憎しみに正面から対峙し、彼女の復讐を受けて立つ。そのためハゲネは、ジーフ
リト殺しの罪人であることと、ブルゴント族を襲う滅亡の運命に立ち向かう英雄であ
ることを同時に成立させなければならない。 
そこでハゲネの罪を相対的に軽減して見せるために、詩人によって創作されたハゲ
ネの弟ダンクワルトが、ブルゴント側に戦いの大義を引き寄せ、詩人の代弁者である
楽人フォルケールがハゲネを支持することによって、ハゲネはブルゴント滅亡という
悲劇の中心に英雄として立つことを許される。詩人は、国王グンテルではなく、その
臣下でありかつトロネゲ軍の長であるハゲネの方を、最後にクリエムヒルトと対決し
うる存在として選び出した。最終場面の劇的な対決は、ジーフリト殺しの罪人である
と同時に、運命に立ち向かう英雄としてのハゲネによってのみ可能なのである。 
 
 
結論 
これまでの考察から、『ニーベルンゲンの歌』におけるハゲネの造形の背後にある詩
人の創作意図は、以下のようなものだったと考えられる。 
 詩人は、叙事詩全体の成り立ちに関して、強い構成的な意図を持っていた。『エッダ』
『ヴォルスンガサガ』で扱われる物語が、シグルズの先祖から遺児スヴァンヒルドの死
に至るまでの長い年月を順に追っていくのに対し、『ニーベルンゲンの歌』においては、
前半と後半で構成される「大きな二重構造」のもとで、内部の小構造が分節化されてゆ
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く。そしてその構成的な試みが、叙事詩の軸となる人物ハゲネをどう造形するかという
課題の解決として具体化してゆくのである。 
 騎士道物語の模範的カップルであるジーフリトとクリエムヒルトに、手を加える余地
は少ない。物語に緊張と美しさ（卓越性）を生み出すには、彼らの「対立者」であるハ
ゲネこそを、強烈な敵役として際立たせる必要がある。しかも、物語の後半では、復讐
鬼と化したクリエムヒルトの憎悪に毅然と向き合う強さと品格をハゲネは持たなけれ
ばならない。そのために詩人は、ハゲネ個人の属性として、古い伝承に見られる英雄性
と同時に、より新しい伝承の中に現われる異教性（片目の伝承）をも取り入れた。加え
て詩人は、外形的にハゲネの位置を特権化することを試みる。それが、人物配置におけ
るシンメトリカルな二重構造の反復であり、これはまた、大きな二重構造を内側から補
強する小構造として、物語全体の結構の美しさを生み出す源ともなった。 
こうして伝承のヴァリエーションを取捨選択しつつ独自の構想に基づいて造形した
英雄ハゲネと、ジーフリト・クリエムヒルト夫妻の対立が、この叙事詩を貫く柱とな
る。ブリュンヒルド伝説に基づく前半と、ブルグンド伝説に基づく後半は、前半のジ
ーフリトの死が後半のクリエムヒルトの復讐を結果するという厳密な因果関係のもと
で連結され、その中に、ハゲネを特権化するための人物配置の構図が埋め込まれる。
つまりそこでは、ハゲネが、王であるグンテルに匹敵する、あるいはそれを凌駕する
英雄的な存在として位置づけられるのである。そしてこのグンテル・ハゲネの「対」
は、冒頭「鷹の夢」における「二羽の鷲」としてそこから始まる破滅の運命を予告
し、かつ終局の「財宝をめぐる駆け引き」の当時者としてこの破滅の物語を完成させ
るという仕方で、物語の始点と終点を刻印する構造上の留め金ともなっている。 
本論文において、ハゲネが「英雄」として造形されているというとき、それは単に
このキャラクターに特別な属性が付与されたというだけではなく、叙事詩全体を貫く
構成的な意図が背景にあり、それを具体化する課題の解決として、ハゲネをひとつの
中心とする大小の対立・対比構造が分節化されたということである。第3章で論じた
3+3の構造は、その最も重要な要素として指摘できるものである。 
 
